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無音久しく過ぎたことへのお詫びかたがた最近の中

国との文献交換の様子や中国の油田を取扱った一冊の

珍らしい文献についてお話ししましょう.

例の｢文化大革命｣が始まったのは1965年末のこと

と記憶していますがそれまで正常に交換が行なわれて

いた諾雑誌が1966年に入ると相ついで届かなくなって

しまいました.詳しく申しますと1966年2月到着の

｢地質科学｣第四期(1965)同4月勧善の｢地質古生

物研究所集刊｣第四号(1965)同8月到着の｢古生物

学報｣第14巻･第2期(1966)と｢中国科学｣v01･15･

No-6(1966)同年9月到着の｢科学通報｣vo1,17･

No.10(1966)同10月到着の｢地質学報｣第46巻･第

2期(1966)と｢地理学報｣第32巻･第2期(1966)

と｢地球物理学報｣第15巻･第2期(1966)を最後に

それぞれバッタリと不通になってしまいました.

雑誌の発行自体力ミストップしたのかも知れないと疑

い溶がらも私たちはそれまで通りに出版物を中国に送

り続けました.送り返されるよう溶こともありません

でした.等価交換の原則に反してまで送り続けたのは

日本地質調査所の国際学徳交流への熱意を示し将来に

期待したからです.

資料室

以来6年を経過して迎えた1972年6月前触れもなく

2冊の雑誌が北京から送られてきました.やっと文献

交換再開の目がやってきたという思でした.でも小

包の申から現われたのは｢文物｣第一期(1972)と｢考

古｣第一期(1972)でいずれも古代吏と考古学の分野

を取扱った学術雑誌だったのです.新中国における当

該分野の調査研究がどのような進歩をとげつつあるか

といった点では興味深い内容をもっていますカミかって

交換されていた前述の各雑誌とは関心の程度が違います.

要するに交換再開の道カ欄けたという意味でこの2種

の雑誌の到着は大いに歓迎された次第で斗.一

それが1年近く続いた1973年5月待望の地学関係の

雑誌として｢地球化学｣第一期(!973)が到着しました.

｢文化大革命｣以前には無か?た雑誌であり出版は北

京の科学出版社編集は中国科学院貴旧地球化学研究所

クイヤン

となっています.貴阻す液わち貴陽といえぱおそ

らく貴州省の省都の貴陽市でしょう.そこに地球化学

研究所カミあるとは初耳です.B5版61ぺ一ジのこの

雑誌の巻頭論文が環境地質実験室の｢環境

汚染間題与地学工作者的任務｣であること

は頼もしい限りです.何せ環境汚染問題

1こ対して意外と及び腰の地質屋さんが多い

日本ですが人間の生命の安全を第一義と

して正面から問題に取り組まなくては学問

の軽重が問われるような気がします.

翌7月に｢地質科学｣第1期(1973)と

｢中国科学｣∀o1.16･No.1(!973)さら

に10月｢地球物理学報｣第16巻(!973)

そして11月に｢地質学報｣第1期(1973)

と｢古脊椎劫物与古人類｣第11巻第2期が

(1973)送られてきました.今年に入っ

て｢科学通報｣(1974)も届くことになっ

中国から到着した文献類�
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第2図これが｢中華人民兵稲国石油及天然気因概論｣の現物

でいます.

続々となつかしい雑誌新シリｰズの雑誌カミ到着す

るようになって判ったことですが交換がストップした

のは｢発行｣されていたかったためだったのです.

再開後の上述の雑誌カ油断前のものに較べて大きく変

化した点は露文の要約や題名カミすっかり姿を消し代

って英文で登場していることでしょう.

本年2月に到着した｢中国科学｣のv･1.16･No.4に

は1971年に亡くなったと聞く李四光教授の長大な論文

rCrustalstructureandcmsta1movement｣が載ってい

ます.

なお文献交換はつぎの5機関と行なっています.

中華人民共和国全国地質博物館

中国科学院博物館

中国科学院地質研究所博物館

国立北京博物館

中国科学技術情扱研究所文献館

さてここで先に述べた一冊の珍らしい文献｢中華

人民兵禾口国石油及天然気団概論｣に人1つましょう.

この本はソ連から派遣されたP苗P亜サハリンスキｰ

が北京地質学院の教授として石油地質学の教育に当っ

たと書(おそらく蝸2年頃から)グ)講義録に同学院教授

陳が補足しそれにもとづいて編壌された23x五5㎝1

1王2p占のノド冊}子(舞事2麿1)}ぐ土958壬拝争こモスクワグ)｢F0-

cT㎝㈹湖楓鮒一がら出版されたものです(露文)｡出

放が渦年も前の本ですから大老滴嗣や勝利油田の名は

見当!)ません誼大巖油岡の名もあり裏せん辞しかし

今ではその位澄がはっきりしてい叡)で肴えるこ､とです

がそれと若千関係あるデｰタは鵜載されています.

そして現在まで日本で中国の油田や天然ガス田につい

て書かれたものには全く記されてい狂い事実資料の豊富

なことは特筆に値します.

この本が当所資料室に収まったのは出版の年の12月狂

のにこれカミ活用されなかったのは誠に残念です.で

も講方かの書きこみが残っていて多分に地名で苦心さ

れた様子がうかがえることは一つの救いと言えましょう

か.

まずこの本は2,000年を越える中国の石油･天然ガ

ス開発吏に始まります.

第1章は中国の油田･ガス周生成区のタイプと分布

チュウチュアンジュンガルオルドススｰチユアン

を解説し酒泉凹地準腐爾凹地郡爾多斯凹地四川

凹地の各産油･ガス層準を対比しています(第3･4図).

この対比図も本邦初公開ですが第2章から始まる各論

の資料の方カミもっと興味深いことと思われます.

ナンシャン

すなわち第2章:沿南山油田･ガス回生成区群では

チヤホシュイミンホｰミソロｰ

酒泉生成区を筆頭に潮水盆地民和盆地民楽盆地

アラシャンラオチュンミヤオ

阿粒善山塊の構造と層序カミ記載され酒泉の老君廟油田
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11順導)主翼油閏=･ガ利ヨ生∫戎区分布図

夏草状地型油閏･ガス田生成区

1一オルド刈熱状地2一四川凹地

3一準贈鯛阻1地4…塔里木凹地

5一条達木凹地

】I摺凸型滴氏いガス因生成区

6一吐魯番山地7一致煙凹地

8一溜療凹地9一風楽凹地

工O一潮水凹地11一費源凹地

12一民和凹地13一台湾島

皿未精翻服いガス鮒生成区可能地域

14一海敏鰯地方(呼倫諾爾凹地)工5一松遼平野

16一延吉田腕工7一二遠凹地

18一阜新凹地ユ9一熱河凹地

20一兆申園堺野(河北平野)21一乗陽凹地

22一沿南京凹地23一洞庭湖凹地

24一伊寧凹地25一ファ･ハイ･ツ凹地

26一同拉善凹地27一貴徳凹地

28一箆轍11脈･唐古畑山脈間の凹地29一チベット高原

30一黒河撹寧静地域3卜雲南省中部地域

3娑…費州吾熔酉地域33一茂名地域�



一51一

について次のように述べています.

｢老君廟油田は酒泉市の函数10長m南山山脈の北麓

に拡がっている.

本油田の探査は1938年に始まり翌1939年にそれほど

深くない所から最初の可採噴油をみた.1941年にはそ

の下部で2番目の厚い産油層群L(第5図)カミ発見さ

れこれカミ現在おもな採油対象となっている.

本油田は酒泉凹地の南北2榴山帯の南福曲帯に位置

し軸方向NW-SEの背斜榴曲の一部をなし(第6図)

ハイヤンホ

ドｰム部分は白楊河累層からなりドｰム翼部ではこの

累層上に疏勒河累層が重なっている(第7図).白楊河

累層はシノレト岩層と砂岩層を爽在するチョコレｰト色

粘土からたり.砂岩層のうち疏勒河累層下底から120
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第5図老君廟

油田L層の模式

断面(数字:m)

第4図

酒泉凹地(I)準贈爾凹地

(皿)オルドス凹地(皿)

四川凹地(IV)産油層準標

'準層序対比図

1一礫岩2一石灰岩

3一泥岩4一秒碧

5一産油･ガス層準

6一滴徴･ガス徴
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第6図老君廟油田構造模式図

1一断層2一等高線

3一断面線(第7図参照)

皿230n･430mに分布するもの(K層･L層･M層一

第7図)が産油層である.K層･L層･M層にはそれ

ぞれ堆積条件の周期的変化を物語る粘土層との一定の堆

積輪廻が認められる(第5図).

多数掘進された試錐の1本が細粒質砂岩と帯緑灰色泥

層から在る白亜系の存在を明らかにした.この地層は

ヘイハイプｰ

黒海褒累層と呼ばれ厚さ200mに達する.この黒海

褒累層には試錐結果によると油徴と灌青が認められる.

構造ドｰム部ではジュラ系か水蝕されてしまったように

思われるが三畳系は当該ドｰム最上部に厚さわずか数

mだけ存在している.

本油田は構造地質的にはNWW-SEEに伸びる非対

称性短背斜で南翼は傾斜角20｡北翼はそれよりはる

かに急傾斜し(第7図)75-90｡に達する.この短

背斜の軸線に沿いやや北寄りには南に傾斜する衝上断

層型の断裂カ主あってその落差は40m(東部)から400

m(西部)に達する.この断裂によって本油田は衝

上断層上盤部と同下盤部の2部分に大きく分れている.

試錐の結果によるとさらに2本の副断層カミあり南翼

のものは横断断層で落差20-30m東縁部のものは斜行

断層で落差最大100m.を有する.

ドｰム部にジュラ系がみられないことからすると老

君廟構造とおそらくその隣接構造は中生代に形成され始

めたものと解される.その後の本構造の形成には2榴

曲相カミある.すなわち燕山期の櫓曲カミヒマラヤ構造輪

廻によってさらに榴出作用を受けておりしたカミって浅

所と深部の地層の賦存状態はかなり異なるものと思わ

れる.石油カミ豊かに産出することは音からよく知られ

ハンユｰチユアン

ていたカミそれは乾油泉構造堆榴曲ドｰムに近い老君廟

構造東部のK層からでありその石油は小断層付近の白

楊河累層上部層の暗赤色泥層の割れ目に沿って地表に湧

出しているものである.湧出場所付近には凝固した

原油が広範囲にわたって厚さ最大O.5mのキｰルを形作

っている.

前述のK層は膠結物としてCa炭酸塩の存在するのカミ

特徴でそのほかK層は所によ幻て孔隙率と濠透率カミ低
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第7図老君廟油田構造断面模式図(断面線:第6図参照)

1一断層2一地質境界�
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第8図油泉凹地の青草湾構造部

左:平面図1一街上上盤体の等高線

2一街上下盤体の等高線

3一断層

4一断面線

右:断面図1一地質境界.

2一断層
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油泉凹地石油鰯＼“ミぶ“

上:1産油層準による構造平面^

模式図

1一産油層露頭

2一不整合肖

3一街上断層

き二鶴醸鱗線汀1･･

下:構造断面模式図⑭ρω0榊'

1一断層

2一地質境界､“

3哨緯･一一多･十･

い(最高16%)という特徴を備えている.

M層は白楊河累層下部に分布するがその研究はまだ

非常に不足している.老君廟油田における産油量増大

の見通しは北側の衝上断層下盤ブロックにおける油層

の完全な把握にかかっているだけでなくすでに始めら

れている先中生層の石油探査如何にかかっている｣.

くなっておりそのため出発産油量が小さいこともある.

その場合産油量の増大のために塩酸処理法が採用され

ている.

.L層はK層より幾らか薄いが複合構成なので泥層

の間層によって幾つかの部属に分けることができる(第

5図).このL層は貯溜性がすぐれているため本

油田のおもな産油層となっている.

上部3層(L｡･L｡･L3)はすでに多量の産油をみてい

る.L在層とL｡層は本油田の西部だけに発達しその

可採油層の胚胎は最近判明したばかりである.

L層中の油層は成層･ドｰム型のもので明瞭な圧水

状態にある.L層中の油層の開発には鉱画外水攻法と

上部層に限ってガス圧入法が適用されている.L層各

層中の油層は前述の衝上断層下盤部分にも賦存する.

本L層崖の原油は比重カミ小さくパラフィン含有率か高

この老君廟油用のほか酒泉凹地にはすでに幾つかの

シｰユｰ目ウ

油田(石油漬滴田など)と多くの産油･ガス可能構造が

発見されています.この本には1950年に探査が始め

チンツアオリン

られた青草湾(第8図一老君廟油閏の北西)1951年か

ら探査開始の石油漬滴田(産油層は白楊河累層:第9図

歩…ポンチュアン

ｰ岡じく南東)1953年探査開始の大江圏(同じく南東)

1937年に調査が始められ1950年に有望性が確かめられ

フンシュシヤン

た轡樹山(?)(酒泉市の南西第10図)1954年に探査
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第10図

油泉凹地籍樹山(?)探査部

上:構造平面模式図

1一断層

2一構造体等高線

3一断面線

下:構造断面模式図

1一断層

2一地質境界

3一試緯

4一流勘河累層

5一自楊河累層

第11図油泉凹地

主:構造平面模式図

1一街上下盤体断層線

3一街上下盤体讐高線

5一断面線

右:構造断面模式図

1一断層

3一中生層との不整合面

5一疏勒河累層

7一軒沙口(?)累層

白湯柵構造部

2一街上上盤体断層線

4一街上上盤体等高線

6一地層の]般傾斜方向

2一地質境界

4一説維

6一自楊河累層�



一53一

＼;多(一

策12図

油泉凹地黒海褒構造

体構造模式図

1一構造体等高線

第13図

油泉凹地南山構造部構造模式図

1一構造部等高線

試錐カ欄始された白楊河(老君廟油田の北東第11図)

ヘイハイプｰ

1953年に地質構造図が完成した黒海埜(同じく北東第

ナンシャン

12図)その東の南山(第13図!954年確認)などの構

造形態カミ図示･説明されています.'

潮水盆地には有望構造が8件ほどありそのうち稼行

可能とされているのは潮水部落東方の2構造部で同盆

地の標準層序は第14図に示した通りです.産油･ガス

ツオタパy

層準はジュラ系掩大盤累層と呼ばれ貯溜岩はその中の

砂岩です.

民和盆地は蘭州の西方にあ?て1941年から石油探査

が始められた所です.有望構造中の有望構造として

民和布街の東に位1直するチャオ･ヤ･｣タン構造体とフ

･トウ･ア構造体(第15図)が紹介･記載され新第三系

下部層とジュラ系上部層が産油層準であることを明らか

にしています(第16図).

ガンス.

民楽盆地は甘粛省中部にある楕円形の凹地域で主と

して三畳系カミ発達し(4,000-1,000m)第三系と古生

代上部層とともに産油の可能性が大きいところです.

θk

この本にはまだ油徴カ溌見されていないと述べられて

います.

第3章は｢中国北西部の石油･元締ガス生成区灘｣で

す.

ジュ:ノガル

そのうちの準鳴爾油田･ガス田生成区(第17図)は古

生層を基盤として三畳系ジュラ系白亜系第三系が

トカシヤンツカラr'イ

発達する大型の凹地で狭山子油田克粒馬体滴田が知

られている所ですか本章では前者の構造(第18図)と

チクイフ

層序(第19図)が重点的に取り扱われさらに斉桂阜

カン甲一ナストヨウルフヅヒ.クマナイサンタイアン

康馬納期吐各魯呼囲壁古牧地三台とくに安

チハイフオ'レクオストウヌクイ

集海霧爾果斯捕斯台と克粒馬体油田の各構造体につ

いて触れています.

油層の分布について述べられている部分を抜き出して

みましょう.

｢準騰爾沈降凹地内の地表にみられる油徴･ガス徴や

固体灌青と含灌青岩の露頭は多数にのぼり層序的には

ジュラ系から第三系を含む全各系に胚胎されている.

とくにジュラ系に油徴が多数がつ多量でたとえば克

斗

�

�

ミ

�

�����"�一一･■一�8�

��〃�ム庁､､'���､��

､��������

������'�耽刷榊舳�

�一�����ノ�､�2回ρω舳〃

…､������'�J�

������､��

���榊ψ“､N��J���

���､���･'��

���､���■､'■､1､''��

�����

砂1���∂�����

`一_}2����“��■;≡;1､､_2��

耽刷榊舳

2回ρω舳㎜

κ2

第15図民和盆地フｰ･

勺鰯左1構造平面模式図

1一構造部等深線

2一断層

珊`･

トウ･ア構造部

右:構造断面模式図

1一地質境界

2一断層
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第14図

潮水盆地標準層序

1一礫岩

2一砂岩

3一粘土

4一砂岩を爽在する泥岩

5一石炭層

6一変成石灰岩

7一頁岩

第16図

民和盆地標準層序図

1一礫岩

2一砂岩

3一頁岩

4一砂岩･頁岩互層

5一粘土

6一変成岩

7一産油砂砦

8一石炭層

､

ミ

惚

｡η

乃

み

コ'

彬

,燃{1�



一54一

貞､月μ吻舳〃"洲も

咲ぺ1∵

}7_一_｡物舳ζ､月/3

_､_｡榊｡口､糀

第17図準蟷爾凹地産油構造分布図

1一凹地境界2一同推定境界

3一榴曲軸4一古生界

5一中生･新生界

I一独山子油田皿一呼図壁構造部

皿一党拉轟依油田]V一安集海構造部左:

右

粒璃依地区には20以上のアスファルト丘が知られている

しまた同地区で含灌青岩となっているのはジュラ系爽

炭層下ある.

準瞳雨滴田･ガス田生成区内の産油構造の特徴を代表

するのが狭山子油田である.この油田はソ連の専門家

の援助を得て1935年から調査に入り1940-1941年に1:

20,000の地質図(M.N.サイｰドフ)が完成し1941年

に第手系の1累層から多量の噴油をみそれで可採価値

が決まったものである.そしてさらに1951-1953年

には下部褐色累層の可採油層が発見された.

本油田の地質を構成する第三系と中生層のうち前者

は下部緑色累層下部褐色累層'上部緑色累層上部雑

色累層に分けられる.

本油田は構造的には延長20たm前後の幅の広い短軸背

斜からなり南翼部は傾斜25-30｡北翼部は急傾斜で
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第18図狭山子油田構造図

構造平面模式図1一構造部等深線2一断層3一断面線

構造断面模式図1一地質境界2一断層

最大80｡を示す.またこの短軸背斜体は軸方向の大

落差の衝上断層に切られ'そのため南翼とドｰム主部

が北側に押上っている(第18図).東部にはこの断層に

関連して泥火山がみられる.この断層のほかにも福

曲軸に交叉する正断層鮮カミあって本短軸背斜の南翼と

頂部は複雑な形態となっている.

本油田の産油層は衝上断層上盤ブロックの第三系中に

分布しそのうちの6層(B｡層一B｡層)は前記の上部

緑色累層と下部褐色累層に1層は上部雑色累層に胚胎

されている.これら産油層の特徴はすぐれた貯溜性に

あるが層厚は不安定で全体としては大き狂レンズ状

を呈する.ジュラ系と白亜系の産油可能性については

今後の探査課題となっている｣.
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次に吐魯番油田･ガス田生成区ですか

灼焔牧8

･中"6

第21図

β
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これは第20図

勿"

月盲｡1

1讐唯1多菅

右1構造断面模式図

σo

"獅榊

第19図狭山子油田標準層序図第20図吐魯番盆地標準層

1一礫岩4一粘土

2一砂岩5一砂質粘土

3一炭層

序図

1一礫岩4一粘土

2一秒砦5一石膏

3一炭層�
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第22図塔里木凹地産油構造分布図

1一産油可能構造2一凹地境界線

3一同推定境界線4一古生界

5一中生･新生界

クド

に示す柱状図を標準とした堆積山間盆地で博格多山脈

南麓の東西性背斜榴曲帯(北櫓曲帯)と盆地中央部の同

じく東西性背斜榴曲帯(南福曲帯)の2帝があり前者

ヤンムス

には産油可能構造として3体後者には楊木斯など一連

の構造部が認められています(第21図).石油の湧出は

ジュラ系･白亜系･第三系からですカミまだ稼行される

状況にはありません(ただし1958年現在で).

タ

さらに南に幅550しm延長1,400kmという広大な塔

リム

里木油田･ガス田生成区カミあります(第22図).ではま

た抜き書きしてみます.

.｢塔里木盆地北縁部には地表に多数の油徴が現われ

いずれも中生層や第三系に含まれている.北部山麓の

石油に飽和されたジュラ系砂岩の露頭は数10km追跡で

きる.同様な白亜系砂岩カミクムゲレン構造部とパシュ

キチク構造部の各ドｰム部にみられ石油で飽穐した第

三系砂岩の露頭はカザンタカイ背斜やパラハイ背斜ある

第23図

オルドス油田･ガ

ス国生成区

1一背斜構造

2一単斜構造

3一萬里の長城

4一地質境界

5一地表にみられ

る油徴･ガス

徴賦存地点
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いはクガシュ櫓出部に豊富である…･･.

塔里木盆地の石油探査デｰタからすると次のように

クチャカシュガル

言わねばならない.すなわち庫車地域と喀什購爾地

域に認められる多数の背斜構造は第三系と中生界に含油

層を爽在すること油層･ガス層の形戌に適した条件を

ツアイ

備えていることによって塔里木盆地が準鳴爾盆地や柴

ダム

達木盆地と並んで中国の最も有望な海田･ガス田生成区一

の1つに数え得るものとしている｣.

第4章は柴達木油田･ガス田生成区で研究史･層序
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第24図

オルドス油田･ガ

ス田生成区標準産

圏'油層序図

1一頁岩

翻2_砂岩

第25図
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�

β/82

π

シｰ･ラン･ミャオ(石欄廟?)構造部

左:構造平面模式図

1一構造体等深線

2一断面線

右:構造断面図

I一メヤオ･コウ(廟口?)産洩層

皿一チャイ･ホウ･コウ産油層

皿一下部産油層

'イ

�

�

一

一

ノ

工

◎

第26図

∠

巾

七里鎮構造部

1一構造部等深線

2一断層

3一試錐�
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第27図綴山鎮構造都

1一構造体等深線

2一断面線

戊･

帀

阯

�

�

第28図四川笹石油溝

ガス閏

左:三畳系による構造

�

平面模式図

宥:同A-B構造断面

模式図

Cr一白亜系

J一ジュラ系

丁2一三畳系嘉陵江統

Tl一三畳系ア･ラン統

ユｰチュフン

･地質構造･産油構造配列を解説したのちとくに油泉

子油田の項を設けて次のように述べています.

カスクリ

｢油泉子油田は格矛文庫里湖の北東にあって油泉子背

斜櫓曲に胚胎されている.この背斜は非対称形で南

翼カミ衝上断層で切られさらに南翼部在とに副次的在正

断層も認められる.背斜ドｰム部には広範囲にわたっ

て強くキｰノレ化した暗褐色の第三系砂岩が認められ

背斜北酉部にはタｰノレ状原油の露頭がみられる.キｰ

カンヌイ

ノレ化岩層の総層厚は150皿に達し地質時代的には甘水

統下部に相当する.探査試錐は1955年末から開始され

上記砂岩層中に可採油層の賦存することを証明した.

油泉子構造は北東部にも油層の維持に適した条件を備

シエ=ノスイチュアンカイトウミ

えているカミそのほかこれに隣接する賊水泉･開特密

らチ

ｰ'`2

!β4

ハ3へ一

/8､

"〃､

�

一こレ1

帀

第30図河台盤

左:構造平面模式図1一断層

右:構造断面模式図ユｰ断層

リグ

里見恋ど深い積載構造(したがって幾らか被削剥)に

も期待できる.

柴達木盆地での探査作業が難渋している原因は道路カミ

ないことにあるカミこれは近々解決するだろう.すで

に明らかに』されている第三系(おそらく中生界も)の多

数の構造部は可採油層を胚胎しているものと思われる｣.

オノレドス油田･ガス田生成区(第5章)の中では第

23図のような油徴･ガス徴･背斜構造の分布がみられ

イエン

その標準柱状断面は第24図に示す通りです.とくに延

チャン≡1ンヒ'ン

長油田と永平油田について比較的多くの紙数カミ割かれ

前者に関連して掲げられた写真4葉も珍しいことです.

産油層準は前者の場合が三畳系延長累層でその最上

部の頁岩と互層するアノレコｰス砂岩(厚さ245m)が主

産油層準(3油層)後者の場合も同じく延長累層で3

油層カミ発見されていますが前者のようにさらに下位に

産油層カミあるかどうかはまだ判っていません.なお

この本で有望とされている構造体の図を2･3紹介して

おきましょう(第25･26･27図).位置は第23図をみて

下さい.

シュｰ目ウ

第6章の四川油田･ガス田生成区と石油溝ガス田(第

ロンチヤンツリウチンホン

28図)･隆昌ガス田(第29図)･白流井ガス=油田･蓬

ライチェン

莱鎮ガス=油田など(第30図)第7章の台湾島油田･

クアンシｰ

ガス岡生成区第8章の広西油田･ガス田生成区第9

シｰ毒ン

章の西康=チベット高原については省略し第10章の東

北平原と第11章の中国大平原についての記載を全文紹介

して終りにします.1972年に2,300万t1973年に

5,000万tに近い産油量を得ている中国人陵の1957年

舳･･寺2

彰

｡2団r-1へ･

ρ183

(?)構造体

2一構造体等深線3一断面線

2一地質境界亨一不整合J1皿一1壬一ジュラ系

紳

第29図

隆昌ガス田の構造

伽舳､ホ左:構造平面模式図

2榊榊1一構造体等深線

2一断層

3一断面線

右:構造断面模式図

Cr一白亜系

.J一ジュラ系

丁べ三畳系

1一不整合

2一地質境界

T1-5一三畳系

�
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前後と今日とでもっとも変貌の激しい所それがこの東

北中国と東中国の平原です､このことを念頭ぼして

事…チン

読んで下さい.この本が発行された1958年は大巌油田

最初の噴油をみた年なダ)です出

撃鏑伽車中国東:北部に拡が為帯野義

箏ンずン重二#

､の地域は酉を大興安嶺と太行山脈東を東満レ!晩

で境念れ地域の北東部は沸州平野と呼ばれ中央部分

は河北平締の名で戴は巾関大平原の/部として無心れて

いる由後者は伽)北東部を熱河橘曲隆起体で尊さられ

ている｡

満州平野は多く¢)研究者籔)兇解によると鵜遼初期

1j砕山穿γシ

ダ)段階にある地向斜である由李四光はこれを晦㏄11出

ユラ琴と白亜系の砂岩･火砕岩中に胚胎された滴徴が認

チンチョウ

められている.これらの滴徴はすべて錦川市から東

北にシヤ,･口まで拡カミる遼西地方の大型盆地(阜新盆地)

に存在している.

阜新盆地内の中生層は北東方向に伸びた幾つかの背斜

構造を形作っている.そのほかこの盆地内には各種

のタイプの多数の断層(正断層･逆断層･平行移動断層)

がみられる.

阜新盆地内の1939年に油徴カミ記録された地区で探査試

錐が行なわれその数は6年間に80本を越えそのうち

の数本で累層から少量の産油が得られた.この累層

中の産油層数は深部試錐2号井だけのデｰタだカミ14

層に達している.

阜新盆地内で可採油層を確認するという課題はまだ解

決されていない.展望を明らかにし難いのは油層保持

条件がよく荏い(正断層が発達する)ためでありマグ

マ活動生成体が発達するからである.

今後の石油探査で注目し衣くてはたらたいのは阜新

盆地類似の盆地であり満州平野南西縁に分希する盆地

ペイピヤオ

(北票盆地など)である｣.

『第11章中国夫平原』

フアイホｰ

｢これは中国東部にあって北は河北平野南は潅河

ヤンツチヤンフアイポｰ

の平野南東は揚子狂と潅河の間に拡がる平野の3平野'

に分けられる岳後退宥は華東平野(東中国平野)と呼ば

れている誼,この中禺大平原は金体として新期枕降運動

賛黒ン

ず溶わも地内斜の特徴を備え厚い現肢堆積層(犬

賛ン

津市近郊で80胴を越える)に被覆されたll=性層と後中

金層からなっている謂

海成錦3系が存在するか否かについては漢だ閉ら11かで

扱い帯ン)大平原の敷地区と周縁の欄曲山系で滴徴が

発現されておりその代表的校も災)は次の通!〕である由

甘軌シ争智ン

王)天し1〃加いζどス孫桁次猪印グ)油滴

2)上海帝逝郊縁か碓羽獄南東部緒地区のガス湧出

3)シ･わゆ為船南京盆地内の南東丘陵地区二鐙系中のアスソダ

春単一勢ヤン無ソ

ルトおよび無錫と長鱒詳)炭楓内にみられる原滴の濠出と

ガμ)総乏i11

刺翁大平原は全滅淋安定積載凹地で中生代=新生代

の地層を厚く堆積しているのか特徴である.他の地域

〃)類似性からい克はひ)中生代=新生代の地層中に

は有機物に富む剃婁嚢とくに翻煩などのようなジュラ系

下部統抑)濾晴級窟む有炭や錦三系の油頁岩を伴う累層

が期待できぶう苗しかし本大平原内での地質療業の左

1ヨ的は有林ド天然ガス胚胎ダ)可能性力婁大患い部分す

枚わも油属やガス層拶)形成に漉した構浩部分の柵握に

ある吉

最後にモンコノレ人民共和国との国境に近いいわゆ

ハイラルフルンノｰル

る海粒爾地(呼倫諾爾盆地)などについて述べる.

アルリエン

この凹地は隣接する二連盆地とともに広大なゴビ凹

地(主体はモンコノレ人民共相国に拡がりそこにサイン

シャント油田がある)の一部(東端)をだしている.

地質はジュラ系･白亜系･第三系からなり火山岩もか

なり多い.ウジヤライノｰノレ駅(浜洲線)付近の第三系

砂岩玄武岩の割れ目などに天然アスファノレドカミ認めら

れときにはその含有量カミ20%に達していることもある.

海粒爾凹地内のダライノｰル湖付近でかつて地質

調査と重力探査が実施され!933-1942年の間に探査試

錐も行校われた.その結果として北西に走る大型断

層が確認されそれに沿って西部には野岩が貫入し中

生層と接していることも明らかとなった.さらに試錐

孔から原油の湧出をみた.当該貯溜岩はジュラ系と思

われる砂岩と基底礫岩であった.またドブスノｰル湖

付近でも岩塩ドｰムの存在を確認するために探査が行な

われたが残る地域は調査されなかった.現在までの

デｰタからすれば海粒爾凹地も中国では期待できる地

域の一つと考えられる.

ヤンチｰ

将来も探査が続行される予定の有望地域として延吉

トシテインフｰ

凹地(吉林省)と洞庭湖凹地(湖南省･湖北省)さら

イニングイトｰクンホｰ

に伊寧盆地(新彊ウィｰグル族自治区)貴徳=共和盆

ライヤン

地(青海省)莱陽盆地(山東省)などカミ挙げられる｣.�




